
れ
る
ま
で
東
電
前
で
座
り
込

む
」
と
涙
な
が
ら
に
訴
え
。

こ
の
こ
と
は
映
画
「
わ
す
れ

な
い
ふ
く
し
ま
」
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
原
発
ゼ
ロ
」
の
行
動
は
、

日
本
だ
け
で
な
く
、「
脱
原

発
」
を
決
め
た
ド
イ
ツ
や
フ

ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
韓
国
、

台
湾
な
ど
多
く
の
国
々
で
行

な
わ
れ
、「
福
島
を
忘
れ
な
い
。

繰
り
返
す
な
」
と
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

稼
働
反
対
な
の
』
な
ん
て
言

う
人
々
も
い
ま
す
。
そ
う
い

う
周
り
の
無
関
心
層
に
私
た

ち
が
ど
れ
だ
け
声
を
伝
え
ら

れ
る
か
。
原
発
の
あ
る
社
会

を
子
ど
も
た
ち
は
選
ん
で
は

い
な
い
。
こ
の
社
会
を
次
に

誰
に
手
渡
し
て
い
く
の
か
、

私
た
ち
に
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

退
か
な
い
。
諦
め
な
い
こ
と

で
す
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
国
会
請
願
デ
モ

で
は
、
様
々
な
プ
ラ
カ
ー
ド

や
扮
装
、
笛
や
ド
ラ
ム
な
ど

の
楽
器
を
鳴
り
響
か
せ
な
が

ら
、
霞
ヶ
関
一
帯
を
練
り
歩

い
た
後
、
国
会
議
事
堂
裏
で

「
生
活
」「
共
産
」「
社
民
」「
み

ん
な
」
の
４
党
代
表
に
「
原

発
ゼ
ロ
と
早
期
復
興
」
を
求

め
る
請
願
書
を
手
渡
し
て
い

き
ま
し
た
。
デ
モ
終
了
ま
で

は
２
時
間
半
以
上
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。

　
最
後
の
国
会
前
行
動
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
数
々
の
被

災
者
や
著
名
人
が
訪
れ
、
ア

ピ
ー
ル
さ
れ
ま
し
た
。「
原

発
さ
え
な
け
れ
ば
」
と
書
き

残
し
て
自
殺
し
た
酪
農
家
の

遺
族
、
妻
の
バ
ネ
ッ
サ
さ
ん

は
、「
私
は
国
と
東
電
に
人

生
を
狂
わ
さ
れ
た
。
補
償
さ

　
午
後
１
時
か
ら
始
ま
っ
た

日
比
谷
野
音
の
集
会
で
は
、

会
場
外
に
も
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
が
。
９
日
の
１
万
５
千

人
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会
」

よ
び
か
け
人
の
一
人
、
落
合

恵
子
さ
ん
は
、「
震
災
か
ら

２
年
が
経
っ
て
、『
ま
だ
再

「煙霧」と強い風で
気温も急激に低下する中で

請願デモ開始

　子ども連れのママも多く参加し、
「子ども達の未来を守れ」と訴え

気温がぐんぐんと上がる
日比谷野音で、

参加者の眼差しも真剣に

　被曝補償や「脱原発」など、
国の政策転換を求めて
声を上げ続けた

　
東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
か
ら
２
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
３
月
10
日
。
東
京
で

は
日
比
谷
公
園
や
霞
ヶ
関一帯
、
国
会
を
取
り
囲
む
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
求
め
る
人
々
が
集
ま

り
ま
し
た
。
午
前
中
に
始
ま
っ
た
全
労
連
等
の
「
原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会
」
の
集
会

に
は
５
千
人
以
上
の
人
が
。「
反
原
連
」
主
催
の
野
音
集
会
や
デ
モ
、
官
邸
前
・
国
会
前
行

動
な
ど
に
は
、
の
べ
４
万
人
以
上
が
集
ま
り
、「
再
稼
働
反
対
」「
原
発
い
ら
な
い
」「
ふ
る

さ
と
返
せ
」「
子
ど
も
を
守
れ
」
な
ど
の
コ
ー
ル
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日
を
中

心
に
全
国
で
は
３
０
０
カ
所
以
上
で
、「
反
原
発
・
脱
原
発
」
の
行
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

原
発
ゼ
ロ・脱
原
発
の
政
策
に
転
換
さ
せ
よ
う

原
発
ゼ
ロ・脱
原
発
の
政
策
に
転
換
さ
せ
よ
う

故
郷
返
せ
！
　
子
ど
も
・
未
来
を
守
れ
！

故
郷
返
せ
！
　
子
ど
も
・
未
来
を
守
れ
！

【1面】あれから2年。脱原発のうねり
【2面】3・1ビキニデー集会から
　　　　福厚労双葉分会交流会から
【3面】各地の冬の青年交流集会から
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　２月23日（土）～24日（日）の２日間、美人になれる温泉
として名高い新発田市の月岡温泉「ホテル清風苑」にて80
人の青年が集まり青年委員会冬の交流会が行われました。
　１日目は学習会を行いました。これから始まる春闘に向けた学習会を行ったあと、青年委員会
の役員が中心となり企画を立てたグループワークが行われました。グループワークでは「職場環
境を良くするには？～青年委員としてできること～」という議題で話し合いを行い、支部や職種
を超えて活発な意見が飛び交い、実りのある学習会となりました。その後は懇親会で、交流会で
は恒例となったギネス大会を行い、大いに盛り上がり楽しむことができました。
　２日目は、ソフトバレーボール大会で汗を流しました。班ごとに熱戦が繰り広げられ、職場、
職種を超えた交流を図ることができました。参加者からは「楽しく学習し多くの人と交流ができ
てよかった」「また、参加したい」といった声が多く聞かれました。次回、夏の交流会の場所、
内容はまだ決まっていませんが、今後も多くの仲間が楽しく、活発な活動ができるような青年委
員会にしていきたいと思います。　　　　　　　（新潟県厚生連労働組合　書記次長　和田祐輔）

「集まることも闘い」と毎年主催
　２月16日（土）～17日（日）、田沢湖高原温泉郷「プラザホテ
ル山麓荘」にて、今年もウィンターフェスタを開催しました。
　このイベントは、組合員青年部が「集まることも闘い」とい
う理念から一年に一度集まって交流を深めることを目的として、
毎年青年部主催で行っているものです。

労働組合についてのDVD学習も
　日中は田沢湖高原のスキー場でウィンタースポーツを楽しみ、夕食を兼ねた交流会ではゲー
ムなどを通して、職場内はもちろん、支部や職種を越えて交流を深めました。また今回は、労
働組合についてのＤＶＤを参加者全員で観賞し、組合について学習することもできました。
 今後も、より活気に溢れる、青年部らしい活動を目指し、企画を構成、立案していきたいと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （秋厚労青年部長　小林健太郎）

　今年もスキー・ス
ノボーツアーを計画
して、２月２日（土）
に県北にある芸北国
際スキー場に行って
来ました。
　広島県にスキー場

があるの？と思われる方もおられるでしょうが、広島県にス
キー場は15箇所くらいあります。九州やお隣の山口県からも
沢山バスでこられています。
　バス１台を借り切って、34名が朝６時に出発して２時間半
かかってスキー場に着きました。尾道は気候が穏やかなので
雪は降っても積もることはあまりありません。子どもたちは
とても喜んでいました。雪だるまを作ったり、ソリで滑ったり、
もちろん組合員やその家族はスキーやスノボーで筋肉痛にな
るくらい思いっきり滑っていました。帰りのバスの中はとっ
ても静かにおやすみでした。主催者は、みんな無事に帰って
来ることが出来てひと安心。毎年楽しみに待っていてくれる
人のために、また、企画します。楽しかったです。

（広厚労　柴野純子さん）

　２月９～10日に長厚労青年部ウィンターフェス
ティバルを菅平高原で開催しました。全体で170
名、秋厚労から１名、埼厚労からも３名参加して
頂き、全厚労の仲間とも交流を深めました。
　今回の開催場所が菅平ということもあり、リハセンター支部の地元から他支部と交流を目的に
多くの参加者を募りました。結果的に例年より5倍の参加人数を集めることができました。参加
者からは、「色々なイベントがあって楽しかった」「他職種・他支部の人と交流ができて良かった」
などと良い感想を頂けました。また今回、埼玉・秋田の青年部の仲間も参加があり、長厚労青年
部の良さも伝えられ、県外での活動も聞く事ができ、いい交流の機会となりました。今後も長厚
労の中だけでなく、全国の青年部の皆さんと交流していき、仲間を作り、長厚労の青年部をはじめ、
全厚労青年部を盛り上げていければと思います。　　 （リハセンター支部　青年部長　番場　靖） 

各県青年部の取り組み各県青年部の取り組み

広厚労尾道支部青年部でスキー・スノボーバスツアー

長厚労青年部ウィンターフェスティバル

青年委員会　冬の交流会　開催

「集まることも闘い」
交流深め青年らしい活動目指す

各地の冬の企画をお届けします各地の冬の企画をお届けします各地の冬の企画をお届けします

　
労
働
組
合
法
第
７
条
３
号
で
は
、

組
合
結
成
や
組
合
の
組
織
・
運
営
、

活
動
を
妨
げ
る
一
切
の
干
渉
行
為

や
組
合
弱
体
化
の
行
為
は
「
支
配

介
入
」
に
該
当
し
ま
す
。

　
労
働
組
合
（
以
下
、
組
合
）
が

ど
の
上
部
団
体
に
加
入
す
る
か
、

組
合
員
の
範
囲
を
ど
こ
ま
で
に
す

る
か
、
ど
の
よ
う
な
要
求
を
す
る

か
、
争
議
行
為
（
ス
ト
な
ど
）
を

行
う
か
ど
う
か
は
、
す
べ
て
組
合

が
決
め
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
ら
に

使
用
者
が
口
出
し
し
た
り
す
る
こ

と
は
支
配
介
入
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
組
合
員
へ
の
脱
退
工

作
や
第
２
組
合
へ
の
加
入
を
促
し

た
り
（
強
要
、
勧
告
、
働
き
か
け
、

買
収
な
ど
）、
親
睦
団
体
や
第
２

組
合
の
結
成
を
援
助
し
た
り
、
組

合
の
役
員
選
挙
に
介
入
し
て
、
経

営
側
に
都
合
の
良
い
役
員
を
選
出

さ
せ
る
こ
と
な
ど
も
支
配
介
入
に

あ
た
り
ま
す
。

　
組
合
役
員
や
組
合
活
動
に
熱
心

な
組
合
員
を
業
務
命
令
で
別
な
職

場
に
配
転
し
、
組
合
活
動
を
困
難

に
す
る
よ
う
な
こ
と
も
不
利
益
取

り
扱
い
と
と
も
に
支
配
介
入
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
認
め

ら
れ
て
い
た
（
黙
認
さ
れ
て
い

た
）
事
業
所
内
就
業
時
間
内
で
の

組
合
活
動
を
制
限
し
た
り
（
ビ
ラ

ま
き
、
職
場
集
会
、
掲
示
板
の
使

用
禁
止
な
ど
）、
組
合
活
動
に
対

す
る
便
宜
供
与
（
組
合
役
員
の
組

合
活
動
の
た
め
の
就
業
時
間
内
の

離
席
な
ど
）
を
一
方
的
に
廃
止
す

る
こ
と
も
支
配
介
入
で
す
。

　
使
用
者
の
発
言
は
、
も
ち
ろ
ん

彼
ら
に
も
憲
法
に
基
づ
く
言
論
・

表
現
の
自
由
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
言
論
や
表
現
が
労
働
三
権
を
侵

害
す
る
よ
う
な
内
容
で
あ
れ
ば
支

配
介
入
に
な
り
ま
す
。
ま
た
経
営

側
役
員
が
、
上
記
の
よ
う
な
言
動

を
行
え
ば
、「
不
当
労
働
行
為
」

で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
が
、
日

常
的
に
は
「
使
用
者
」
と
は
言
え

な
い
管
理
職
な
ど
が
労
働
組
合
の

こ
と
に
つ
い
て
、
で
し
ゃ
ば
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
上
司
が
「
将
来
を
心
配
し
て
」、

「
組
合
活
動
を
控
え
る
」よ
う
、「
心

か
ら
忠
告
す
る
」
な
ど
の
事
が
あ

っ
て
も
、
そ
れ
は
支
配
介
入
に
な

り
、
使
用
者
の
指
導
監
督
責
任
が

問
わ
れ
ま
す
。

　
組
合
活
動
を
萎
縮
さ
せ
る
よ
う

な
支
配
介
入
や
公
然
と
し
た
不
当

労
働
行
為
を
一
掃
す
る
に
は
、
ま

ず
は
組
合
員
自
身
が
「
な
に
が
不

当
労
働
行
為
な
の
か
」
を
学
び
、

「
不
当
労
働
行
為
は
法
律
違
反
」

「
人
権
侵
害
で
あ
り
、
労
働
者
の

生
活
と
よ
り
良
い
職
場
づ
く
り
へ

の
攻
撃
」
だ
と
い
う
こ
と
を
し
っ

か
り
と
自
覚
す
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
「
小
さ
な
支
配
介
入
」
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
事
実
を
メ
モ
し
、

で
き
れ
ば
そ
の
場
で
抗
議
し
、
速

や
か
に
組
合
執
行
部
に
も
報
告
・

迅
速
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

労
働
組
合

労
働
組
合

労
働
組
合
第10回

A　組合役員の
　遠隔配転
B　組合の否定・
　非難発言
C　組合活動の
　監視
（答えは４面下に）

答え

使
用
者
の
労
働
組

合
に
対
す
る
「
支

配
介
入
」
に
あ
た

る
の
は
ど
れ
か
？

問

　
大
震
災
と
原
発
事
故
後
、
双

葉
分
会
の
組
合
員
は
分
散
し
、

配
属
病
院
と
の
兼
務
状
態
が
続

い
て
い
る
。
3
月
2
日
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
に
安
心
す

る
と
同
時
に
、
お
互
い

の
状
況
や
問
題
に
共
感

し
、
双
葉
分
会
へ
の
想

い
と
今
後
を
語
り
合
っ

た
。
多
く
の
同
僚
が
環

境
に
馴
染
め
な
か
っ
た

り
、
家
庭
の
事
情
等
で
次
々
と

離
職
し
て
い
る
。

　
今
も
双
葉
郡
は
、
目
に
見
え

な
い
放
射
能
の
壁
に
よ
っ
て
復

興
へ
の
道
の
り
は
遠
く
、
こ
の

先
の
見
通
し
が
立
た
な
い
。
し

か
し
、
周
り
の
皆
さ
ん
か
ら
受

け
た
支
援
や
援
助
に
元
気
を
貰

い
、
こ
の
ご
恩
は
決
し
て
忘
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
、
我
々

が
一
つ
ず
つ
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り

越
え
、
前
進
し
て
い
く
姿
を
情

報
発
信
す
る
事
で
恩
返
し
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
、

2
年
が
経
ち
ま
し
た
。
双
葉
厚

前
進
し
て
い
く
姿
で
恩
返
し
に

双
葉
分
会
が
交
流
会
開
く

前
進
し
て
い
く
姿
で
恩
返
し
に

双
葉
分
会
が
交
流
会
開
く

前
進
し
て
い
く
姿
で
恩
返
し
に

双
葉
分
会
が
交
流
会
開
く

　
震
災
後
初
め
て
、
福
厚
労
双
葉
分
会
が
3
月
2
日
に
交
流
会
を
開

催
。
他
病
院
へ
転
属
し
て
い
る
双
葉
分
会
の
仲
間
た
ち
が
互
い
の
状

況
を
交
流
し
ま
し
た
。

生
病
院
は
、
原
発
事
故

の
影
響
で
、
未
だ
警
戒

区
域
と
な
っ
て
お
り
休

業
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
先
日
、
双
葉
分
会

と
し
て
臨
時
集
会
を
開

き
、
今
後
の
双
葉
分
会

の
あ
り
方
に
つ
い
て
組
合
員
で

話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

に
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
の
方

向
性
を
決
め
る
道
筋
を
つ
け
、

今
後
開
催
予
定
の
、
双
葉
分
会

臨
時
大
会
に
つ
な
が
る
集
会
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
発

生
か
ら
今
日
ま
で
、
様
々
な
方

面
か
ら
沢
山
の
方
々
に
助
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

　
あ
の
震
災
か
ら
約
2
年
、
双

葉
分
会
の
交
流
集
会
に
集
ま
っ

た
メ
ン
バ
ー
の
顔
は
自
然
と
笑

み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
開
会
前
、
震
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
杉
内
さ
ん
と
お
子
さ

ん
を
偲
ん
で
の
黙
祷
。

何
度
思
い
出
し
て
も
悔

し
く
悲
し
い
結
果
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
折
笠
委
員

長
よ
り
震
災
か
ら
現
在

ま
で
の
経
過
報
告
が
あ
り
、
福

厚
労
の
災
害
対
策
ニ
ュ
ー
ス
が
震

災
の
わ
ず
か
4
日
後
か
ら
発
行
さ

れ
て
い
た
事
、
福
厚
労
や
そ
の

他
た
く
さ
ん
の
支
援
を
頂
い
て

い
た
事
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
次
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
上
映

で
は
震
災
後
の
荒
れ
果
て
た
病

院
や
辞
め
て
し
ま
っ
た
職
員
の

顔
が
映
る
と
切
な
い
気
持
ち
で

胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
話
し
合
い
の
結
果
と
し
て
双

葉
分
会
の
存
続
が
決
ま
り
ま
し

た
が
、
2
年
経
っ
た
今
も
皆
の

心
の
傷
は
ま
っ
た
く
癒
え
て
い

な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
双
葉
は
永
遠
に
不
滅
で
す
！

「
職
場
で
何
が
で
き
る
か
」

真
剣
に
討
論

　
全
厚
労
は
「
平
和
で
こ
そ
命

は
守
れ
る
」「
命
を
奪
う
戦
争

と
医
療
は
相
容
れ
な
い
」
と
し

て
毎
年
８
月
の
原
水
禁
世
界
大

会
と
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
に
参
加
。

今
年
は
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
に
合

わ
せ
て
平
和
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
高
知
の
高
校
生
た
ち
が
平
和

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
し
て
第
5
福
竜

丸
だ
け
で
は
な
い
ビ
キ
ニ
被
災

の
真
相
を
探
っ
た
「
ビ
キ
ニ
の

海
を
忘
れ
な
い
」
を
鑑
賞
し
た

あ
と
、
４
班
に
分
か
れ
て
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
ビ
キ

ニ
の
核
実
験
は
第
五
福
竜
丸
が

被
災
し
た
１
回
だ
け
だ
と
思
っ

て
い
た
」「
今
回
参
加
す
る
ま

で
名
前
く
ら
い
し
か
知
ら
な
か

っ
た
」「
偶
然
居
合
わ
せ
た
と

い
う
認
識
だ
っ
た
」
と
率
直
な

感
想
が
交
わ
さ
れ
、「
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
職
場
で
何
が
で

き
る
か
」
な
ど
時
間
を
忘
れ
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
討
論
の
後
、

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
報
告
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

「
核
は
い
ら
な
い
」の

決
意
新
た
に
献
花

　
翌
3
月
1
日
は
焼
津
駅
か
ら
、

ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
の
被
災
者
で

「
原
水
爆
の
被
害
者
は
私
を
最

後
に
」
と
遺
言
を
残
し
た
久
保

山
愛
吉
さ
ん
へ
の
献
花
墓
参
行

動
に
参
加
し
約
2
・
6
k
m
を

核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
な
が
ら
行

進
。
墓
前
祭
で
は
「
核
は
い
ら

な
い
」「
平
和
を
守
ろ
う
」と
決

意
新
た
に
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
焼
津
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
被
災
59
周

年
3
・
1
ビ
キ
ニ
デ
ー
全
国
集

会
」
に
参
加
。
全
厚
労
も
平
和

に
取
り
組
む
医
療
団
体
と
し
て

登
壇
し
、参
加
者
と
一
緒
に
「
We 

s
h
a
l
l 

o
v
e
r
c
o
m
e
」

を
熱
唱
し
ま
し
た
。

３・１
ビ
キ
ニ
デ
ー
＆
平
和
学
習
会

３・１
ビ
キ
ニ
デ
ー
＆
平
和
学
習
会

３・１
ビ
キ
ニ
デ
ー
＆
平
和
学
習
会

　
2
月
28
日
〜
3
月
1
日
静
岡
県
焼
津
市
に
て
3
・
1
ビ

キ
ニ
デ
ー
集
会
が
開
催
さ
れ
全
国
集
会
に
1
5
0
0
人
が

参
加
。
全
厚
労
か
ら
は
平
和
学
習
会
を
合
わ
せ
て
開
催
し
、

27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
3
月
1
日
に
は
故
久
保
山
愛
吉

さ
ん
へ
の
献
花
墓
参
行
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　1954年3月1日～ 5月14日にアメリカ合衆国が
6回の水爆実験を行い、少なくとも856隻の日本

船籍の漁船が被曝しました。特に3月1日のマーシャル諸島内にあるサ
ンゴ礁の島、ビキニ環礁で行なった実験によって150kmほど離れて操
業していた静岡県焼津港のマグロ漁船「第五福竜丸」が死の灰を浴び、
無線技師長として乗船した久保山愛吉さんが亡くなるなど強い放射能
被害を受けました。日本ではこれを機に反核運動が盛り上がりました。

　
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
で
の
核
実
験
に
よ

っ
て
第
5
福
竜
丸
以
外
に
も
多
く
の
魚

船
・
漁
師
が
被
曝
さ
れ
た
事
や
日
本
国
内

に
も
放
射
性
物
質
が
流
れ
て
来
た
実
態
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ゆ
と
り
教
育

と
い
わ
れ
て
い
た
私
の
世
代
は
、
ビ
キ
ニ

水
爆
事
件
は
教
科
書
に
コ
ラ
ム
で
小
さ
く

取
り
上
げ
ら
れ

る
程
度
で
、
知

ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。

　
福
島
第
1
原

発
事
故
の
被
害
補
償
で
も
私
の
住
む
地
域

は
対
象
に
な
ら
ず
、
線
量
の
変
わ
ら
な
い

5
㎞
手
前
ま
で
は
対
象
に
な
る
と
い
う
不

合
理
な
線
引
き
が
さ
れ
て
い
て
、
ビ
キ
ニ

水
爆
実
験
等
で
被
爆
し
た
多
く
の
人
々
が

補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
補
償
さ
れ

た
方
と
の
差
別
を
感
じ
て
い
た
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
福
島
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
福
島
で
は
先
の
見
え
な
い
不
安
も
あ

っ
て
、
原
発
の
こ
と
や
復
興
の
こ
と
が
話

し
づ
ら
い
雰
囲
気
だ
と
思
い
ま
す
。
少
し

ず
つ
で
も
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
原
発
の

こ
と
や
福
島
の
こ
と
、
広
島
・
長
崎
・
ビ

キ
ニ
の
こ
と
を
考
え
て
行
け
た
ら
と
思
い

ま
し
た
。

　
放
射
能
に
汚

染
さ
れ
た
マ
グ

ロ
が
大
量
に
水

揚
げ
さ
れ
て
い

た
の
に
も
関
わ

ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
が
補
償
金
２
０
０
万
ド

ル
を
支
払
っ
た
後
、
放
射
線
量
を
測
る
こ

と
自
体
や
め
て
し
ま
い
、
事
件
を
小
さ
く

見
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
東
京
電
力
や
政

府
の
責
任
を
小
さ
く
見
せ
て
被
害
に
あ
わ

れ
た
方
々
が
泣
き
寝
入
り
さ
せ
ら
れ
て
い

る
福
島
第
1
原
発
事
故
の
対
応
と
変
わ
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　「
事
故
は
起
こ
ら
な
い
」
と
い
う
安
全
神

話
を
前
提
に
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は

な
く
、
事
故
が
起
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の
か
し
っ
か
り
考
え
ら
れ
た
方
法
に

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、い

ろ
い
ろ
話
し
合
い
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
日
多
く
の
先
輩
方
の
取
り
組
み
を
聞

い
て
平
和
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
は

ほ
ん
と
う
に
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

最
近
は
学
生
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た

時
期
の
様
な
熱
い
運
動
が
な
く
て
少
し
寂

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
自
分
の

意
志
が
気
軽
に
表
明
で
き
る
取
り
組
み
や

機
会
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
で
も
話
し
合
っ
て

考
え
て
行
き
た
い

意
思
が
気
軽
に

表
明
で
き
る
取
り
組
み
を

ビキニデーとは

福
厚
労　
島
村
拓
也
さ
ん

長
厚
労　
野
沢
裕
二
さ
ん

貸切バスで出発。
移動中は交流して
盛り上がりました。

亀田智香子さん
（現所属：白河分会）

大橋恵美さん
（現所属：高田分会）

増子英教さん
（現所属：塙分会）

核はいらないと訴えながら歩いた墓参行進

グループワークで率直な感想を交わしました

菅平サンホテルの
前で記念写真

交流会の
「ナイトフェスタ」で
支部や職種を超えた
交流ができました。

白熱したソフトバレーに
交流も広がりました

（3） 2013年３月20日 第398号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2013年３月20日 第398号全 厚 労 ニ ュ ー ス



　２月23日（土）～24日（日）の２日間、美人になれる温泉
として名高い新発田市の月岡温泉「ホテル清風苑」にて80
人の青年が集まり青年委員会冬の交流会が行われました。
　１日目は学習会を行いました。これから始まる春闘に向けた学習会を行ったあと、青年委員会
の役員が中心となり企画を立てたグループワークが行われました。グループワークでは「職場環
境を良くするには？～青年委員としてできること～」という議題で話し合いを行い、支部や職種
を超えて活発な意見が飛び交い、実りのある学習会となりました。その後は懇親会で、交流会で
は恒例となったギネス大会を行い、大いに盛り上がり楽しむことができました。
　２日目は、ソフトバレーボール大会で汗を流しました。班ごとに熱戦が繰り広げられ、職場、
職種を超えた交流を図ることができました。参加者からは「楽しく学習し多くの人と交流ができ
てよかった」「また、参加したい」といった声が多く聞かれました。次回、夏の交流会の場所、
内容はまだ決まっていませんが、今後も多くの仲間が楽しく、活発な活動ができるような青年委
員会にしていきたいと思います。　　　　　　　（新潟県厚生連労働組合　書記次長　和田祐輔）

「集まることも闘い」と毎年主催
　２月16日（土）～17日（日）、田沢湖高原温泉郷「プラザホテ
ル山麓荘」にて、今年もウィンターフェスタを開催しました。
　このイベントは、組合員青年部が「集まることも闘い」とい
う理念から一年に一度集まって交流を深めることを目的として、
毎年青年部主催で行っているものです。

労働組合についてのDVD学習も
　日中は田沢湖高原のスキー場でウィンタースポーツを楽しみ、夕食を兼ねた交流会ではゲー
ムなどを通して、職場内はもちろん、支部や職種を越えて交流を深めました。また今回は、労
働組合についてのＤＶＤを参加者全員で観賞し、組合について学習することもできました。
 今後も、より活気に溢れる、青年部らしい活動を目指し、企画を構成、立案していきたいと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （秋厚労青年部長　小林健太郎）

　今年もスキー・ス
ノボーツアーを計画
して、２月２日（土）
に県北にある芸北国
際スキー場に行って
来ました。
　広島県にスキー場

があるの？と思われる方もおられるでしょうが、広島県にス
キー場は15箇所くらいあります。九州やお隣の山口県からも
沢山バスでこられています。
　バス１台を借り切って、34名が朝６時に出発して２時間半
かかってスキー場に着きました。尾道は気候が穏やかなので
雪は降っても積もることはあまりありません。子どもたちは
とても喜んでいました。雪だるまを作ったり、ソリで滑ったり、
もちろん組合員やその家族はスキーやスノボーで筋肉痛にな
るくらい思いっきり滑っていました。帰りのバスの中はとっ
ても静かにおやすみでした。主催者は、みんな無事に帰って
来ることが出来てひと安心。毎年楽しみに待っていてくれる
人のために、また、企画します。楽しかったです。

（広厚労　柴野純子さん）

　２月９～10日に長厚労青年部ウィンターフェス
ティバルを菅平高原で開催しました。全体で170
名、秋厚労から１名、埼厚労からも３名参加して
頂き、全厚労の仲間とも交流を深めました。
　今回の開催場所が菅平ということもあり、リハセンター支部の地元から他支部と交流を目的に
多くの参加者を募りました。結果的に例年より5倍の参加人数を集めることができました。参加
者からは、「色々なイベントがあって楽しかった」「他職種・他支部の人と交流ができて良かった」
などと良い感想を頂けました。また今回、埼玉・秋田の青年部の仲間も参加があり、長厚労青年
部の良さも伝えられ、県外での活動も聞く事ができ、いい交流の機会となりました。今後も長厚
労の中だけでなく、全国の青年部の皆さんと交流していき、仲間を作り、長厚労の青年部をはじめ、
全厚労青年部を盛り上げていければと思います。　　 （リハセンター支部　青年部長　番場　靖） 

各県青年部の取り組み各県青年部の取り組み

広厚労尾道支部青年部でスキー・スノボーバスツアー

長厚労青年部ウィンターフェスティバル

青年委員会　冬の交流会　開催

「集まることも闘い」
交流深め青年らしい活動目指す

各地の冬の企画をお届けします各地の冬の企画をお届けします各地の冬の企画をお届けします

　
労
働
組
合
法
第
７
条
３
号
で
は
、

組
合
結
成
や
組
合
の
組
織
・
運
営
、

活
動
を
妨
げ
る
一
切
の
干
渉
行
為

や
組
合
弱
体
化
の
行
為
は
「
支
配

介
入
」
に
該
当
し
ま
す
。

　
労
働
組
合
（
以
下
、
組
合
）
が

ど
の
上
部
団
体
に
加
入
す
る
か
、

組
合
員
の
範
囲
を
ど
こ
ま
で
に
す

る
か
、
ど
の
よ
う
な
要
求
を
す
る

か
、
争
議
行
為
（
ス
ト
な
ど
）
を

行
う
か
ど
う
か
は
、
す
べ
て
組
合

が
決
め
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
ら
に

使
用
者
が
口
出
し
し
た
り
す
る
こ

と
は
支
配
介
入
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
組
合
員
へ
の
脱
退
工

作
や
第
２
組
合
へ
の
加
入
を
促
し

た
り
（
強
要
、
勧
告
、
働
き
か
け
、

買
収
な
ど
）、
親
睦
団
体
や
第
２

組
合
の
結
成
を
援
助
し
た
り
、
組

合
の
役
員
選
挙
に
介
入
し
て
、
経

営
側
に
都
合
の
良
い
役
員
を
選
出

さ
せ
る
こ
と
な
ど
も
支
配
介
入
に

あ
た
り
ま
す
。

　
組
合
役
員
や
組
合
活
動
に
熱
心

な
組
合
員
を
業
務
命
令
で
別
な
職

場
に
配
転
し
、
組
合
活
動
を
困
難

に
す
る
よ
う
な
こ
と
も
不
利
益
取

り
扱
い
と
と
も
に
支
配
介
入
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
認
め

ら
れ
て
い
た
（
黙
認
さ
れ
て
い

た
）
事
業
所
内
就
業
時
間
内
で
の

組
合
活
動
を
制
限
し
た
り
（
ビ
ラ

ま
き
、
職
場
集
会
、
掲
示
板
の
使

用
禁
止
な
ど
）、
組
合
活
動
に
対

す
る
便
宜
供
与
（
組
合
役
員
の
組

合
活
動
の
た
め
の
就
業
時
間
内
の

離
席
な
ど
）
を
一
方
的
に
廃
止
す

る
こ
と
も
支
配
介
入
で
す
。

　
使
用
者
の
発
言
は
、
も
ち
ろ
ん

彼
ら
に
も
憲
法
に
基
づ
く
言
論
・

表
現
の
自
由
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
言
論
や
表
現
が
労
働
三
権
を
侵

害
す
る
よ
う
な
内
容
で
あ
れ
ば
支

配
介
入
に
な
り
ま
す
。
ま
た
経
営

側
役
員
が
、
上
記
の
よ
う
な
言
動

を
行
え
ば
、「
不
当
労
働
行
為
」

で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
が
、
日

常
的
に
は
「
使
用
者
」
と
は
言
え

な
い
管
理
職
な
ど
が
労
働
組
合
の

こ
と
に
つ
い
て
、
で
し
ゃ
ば
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
上
司
が
「
将
来
を
心
配
し
て
」、

「
組
合
活
動
を
控
え
る
」よ
う
、「
心

か
ら
忠
告
す
る
」
な
ど
の
事
が
あ

っ
て
も
、
そ
れ
は
支
配
介
入
に
な

り
、
使
用
者
の
指
導
監
督
責
任
が

問
わ
れ
ま
す
。

　
組
合
活
動
を
萎
縮
さ
せ
る
よ
う

な
支
配
介
入
や
公
然
と
し
た
不
当

労
働
行
為
を
一
掃
す
る
に
は
、
ま

ず
は
組
合
員
自
身
が
「
な
に
が
不

当
労
働
行
為
な
の
か
」
を
学
び
、

「
不
当
労
働
行
為
は
法
律
違
反
」

「
人
権
侵
害
で
あ
り
、
労
働
者
の

生
活
と
よ
り
良
い
職
場
づ
く
り
へ

の
攻
撃
」
だ
と
い
う
こ
と
を
し
っ

か
り
と
自
覚
す
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
「
小
さ
な
支
配
介
入
」
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
事
実
を
メ
モ
し
、

で
き
れ
ば
そ
の
場
で
抗
議
し
、
速

や
か
に
組
合
執
行
部
に
も
報
告
・

迅
速
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

労
働
組
合

労
働
組
合

労
働
組
合
第10回

A　組合役員の
　遠隔配転
B　組合の否定・
　非難発言
C　組合活動の
　監視
（答えは４面下に）

答え

使
用
者
の
労
働
組

合
に
対
す
る
「
支

配
介
入
」
に
あ
た

る
の
は
ど
れ
か
？

問

　
大
震
災
と
原
発
事
故
後
、
双

葉
分
会
の
組
合
員
は
分
散
し
、

配
属
病
院
と
の
兼
務
状
態
が
続

い
て
い
る
。
3
月
2
日
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
に
安
心
す

る
と
同
時
に
、
お
互
い

の
状
況
や
問
題
に
共
感

し
、
双
葉
分
会
へ
の
想

い
と
今
後
を
語
り
合
っ

た
。
多
く
の
同
僚
が
環

境
に
馴
染
め
な
か
っ
た

り
、
家
庭
の
事
情
等
で
次
々
と

離
職
し
て
い
る
。

　
今
も
双
葉
郡
は
、
目
に
見
え

な
い
放
射
能
の
壁
に
よ
っ
て
復

興
へ
の
道
の
り
は
遠
く
、
こ
の

先
の
見
通
し
が
立
た
な
い
。
し

か
し
、
周
り
の
皆
さ
ん
か
ら
受

け
た
支
援
や
援
助
に
元
気
を
貰

い
、
こ
の
ご
恩
は
決
し
て
忘
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
、
我
々

が
一
つ
ず
つ
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り

越
え
、
前
進
し
て
い
く
姿
を
情

報
発
信
す
る
事
で
恩
返
し
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
、

2
年
が
経
ち
ま
し
た
。
双
葉
厚

前
進
し
て
い
く
姿
で
恩
返
し
に

双
葉
分
会
が
交
流
会
開
く

前
進
し
て
い
く
姿
で
恩
返
し
に

双
葉
分
会
が
交
流
会
開
く

前
進
し
て
い
く
姿
で
恩
返
し
に

双
葉
分
会
が
交
流
会
開
く

　
震
災
後
初
め
て
、
福
厚
労
双
葉
分
会
が
3
月
2
日
に
交
流
会
を
開

催
。
他
病
院
へ
転
属
し
て
い
る
双
葉
分
会
の
仲
間
た
ち
が
互
い
の
状

況
を
交
流
し
ま
し
た
。

生
病
院
は
、
原
発
事
故

の
影
響
で
、
未
だ
警
戒

区
域
と
な
っ
て
お
り
休

業
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
先
日
、
双
葉
分
会

と
し
て
臨
時
集
会
を
開

き
、
今
後
の
双
葉
分
会

の
あ
り
方
に
つ
い
て
組
合
員
で

話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

に
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
の
方

向
性
を
決
め
る
道
筋
を
つ
け
、

今
後
開
催
予
定
の
、
双
葉
分
会

臨
時
大
会
に
つ
な
が
る
集
会
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
発

生
か
ら
今
日
ま
で
、
様
々
な
方

面
か
ら
沢
山
の
方
々
に
助
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

　
あ
の
震
災
か
ら
約
2
年
、
双

葉
分
会
の
交
流
集
会
に
集
ま
っ

た
メ
ン
バ
ー
の
顔
は
自
然
と
笑

み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
開
会
前
、
震
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
杉
内
さ
ん
と
お
子
さ

ん
を
偲
ん
で
の
黙
祷
。

何
度
思
い
出
し
て
も
悔

し
く
悲
し
い
結
果
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
折
笠
委
員

長
よ
り
震
災
か
ら
現
在

ま
で
の
経
過
報
告
が
あ
り
、
福

厚
労
の
災
害
対
策
ニ
ュ
ー
ス
が
震

災
の
わ
ず
か
4
日
後
か
ら
発
行
さ

れ
て
い
た
事
、
福
厚
労
や
そ
の

他
た
く
さ
ん
の
支
援
を
頂
い
て

い
た
事
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
次
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
上
映

で
は
震
災
後
の
荒
れ
果
て
た
病

院
や
辞
め
て
し
ま
っ
た
職
員
の

顔
が
映
る
と
切
な
い
気
持
ち
で

胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
話
し
合
い
の
結
果
と
し
て
双

葉
分
会
の
存
続
が
決
ま
り
ま
し

た
が
、
2
年
経
っ
た
今
も
皆
の

心
の
傷
は
ま
っ
た
く
癒
え
て
い

な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
双
葉
は
永
遠
に
不
滅
で
す
！

「
職
場
で
何
が
で
き
る
か
」

真
剣
に
討
論

　
全
厚
労
は
「
平
和
で
こ
そ
命

は
守
れ
る
」「
命
を
奪
う
戦
争

と
医
療
は
相
容
れ
な
い
」
と
し

て
毎
年
８
月
の
原
水
禁
世
界
大

会
と
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
に
参
加
。

今
年
は
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
に
合

わ
せ
て
平
和
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
高
知
の
高
校
生
た
ち
が
平
和

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
し
て
第
5
福
竜

丸
だ
け
で
は
な
い
ビ
キ
ニ
被
災

の
真
相
を
探
っ
た
「
ビ
キ
ニ
の

海
を
忘
れ
な
い
」
を
鑑
賞
し
た

あ
と
、
４
班
に
分
か
れ
て
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
ビ
キ

ニ
の
核
実
験
は
第
五
福
竜
丸
が

被
災
し
た
１
回
だ
け
だ
と
思
っ

て
い
た
」「
今
回
参
加
す
る
ま

で
名
前
く
ら
い
し
か
知
ら
な
か

っ
た
」「
偶
然
居
合
わ
せ
た
と

い
う
認
識
だ
っ
た
」
と
率
直
な

感
想
が
交
わ
さ
れ
、「
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
職
場
で
何
が
で

き
る
か
」
な
ど
時
間
を
忘
れ
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
討
論
の
後
、

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
報
告
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

「
核
は
い
ら
な
い
」の

決
意
新
た
に
献
花

　
翌
3
月
1
日
は
焼
津
駅
か
ら
、

ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
の
被
災
者
で

「
原
水
爆
の
被
害
者
は
私
を
最

後
に
」
と
遺
言
を
残
し
た
久
保

山
愛
吉
さ
ん
へ
の
献
花
墓
参
行

動
に
参
加
し
約
2
・
6
k
m
を

核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
な
が
ら
行

進
。
墓
前
祭
で
は
「
核
は
い
ら

な
い
」「
平
和
を
守
ろ
う
」と
決

意
新
た
に
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
焼
津
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
被
災
59
周

年
3
・
1
ビ
キ
ニ
デ
ー
全
国
集

会
」
に
参
加
。
全
厚
労
も
平
和

に
取
り
組
む
医
療
団
体
と
し
て

登
壇
し
、参
加
者
と
一
緒
に
「
We 

s
h
a
l
l 

o
v
e
r
c
o
m
e
」

を
熱
唱
し
ま
し
た
。

３・１
ビ
キ
ニ
デ
ー
＆
平
和
学
習
会

３・１
ビ
キ
ニ
デ
ー
＆
平
和
学
習
会

３・１
ビ
キ
ニ
デ
ー
＆
平
和
学
習
会

　
2
月
28
日
〜
3
月
1
日
静
岡
県
焼
津
市
に
て
3
・
1
ビ

キ
ニ
デ
ー
集
会
が
開
催
さ
れ
全
国
集
会
に
1
5
0
0
人
が

参
加
。
全
厚
労
か
ら
は
平
和
学
習
会
を
合
わ
せ
て
開
催
し
、

27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
3
月
1
日
に
は
故
久
保
山
愛
吉

さ
ん
へ
の
献
花
墓
参
行
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　1954年3月1日～ 5月14日にアメリカ合衆国が
6回の水爆実験を行い、少なくとも856隻の日本

船籍の漁船が被曝しました。特に3月1日のマーシャル諸島内にあるサ
ンゴ礁の島、ビキニ環礁で行なった実験によって150kmほど離れて操
業していた静岡県焼津港のマグロ漁船「第五福竜丸」が死の灰を浴び、
無線技師長として乗船した久保山愛吉さんが亡くなるなど強い放射能
被害を受けました。日本ではこれを機に反核運動が盛り上がりました。

　
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
で
の
核
実
験
に
よ

っ
て
第
5
福
竜
丸
以
外
に
も
多
く
の
魚

船
・
漁
師
が
被
曝
さ
れ
た
事
や
日
本
国
内

に
も
放
射
性
物
質
が
流
れ
て
来
た
実
態
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ゆ
と
り
教
育

と
い
わ
れ
て
い
た
私
の
世
代
は
、
ビ
キ
ニ

水
爆
事
件
は
教
科
書
に
コ
ラ
ム
で
小
さ
く

取
り
上
げ
ら
れ

る
程
度
で
、
知

ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
し
た
。

　
福
島
第
1
原

発
事
故
の
被
害
補
償
で
も
私
の
住
む
地
域

は
対
象
に
な
ら
ず
、
線
量
の
変
わ
ら
な
い

5
㎞
手
前
ま
で
は
対
象
に
な
る
と
い
う
不

合
理
な
線
引
き
が
さ
れ
て
い
て
、
ビ
キ
ニ

水
爆
実
験
等
で
被
爆
し
た
多
く
の
人
々
が

補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
補
償
さ
れ

た
方
と
の
差
別
を
感
じ
て
い
た
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
福
島
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
福
島
で
は
先
の
見
え
な
い
不
安
も
あ

っ
て
、
原
発
の
こ
と
や
復
興
の
こ
と
が
話

し
づ
ら
い
雰
囲
気
だ
と
思
い
ま
す
。
少
し

ず
つ
で
も
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
原
発
の

こ
と
や
福
島
の
こ
と
、
広
島
・
長
崎
・
ビ

キ
ニ
の
こ
と
を
考
え
て
行
け
た
ら
と
思
い

ま
し
た
。

　
放
射
能
に
汚

染
さ
れ
た
マ
グ

ロ
が
大
量
に
水

揚
げ
さ
れ
て
い

た
の
に
も
関
わ

ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
が
補
償
金
２
０
０
万
ド

ル
を
支
払
っ
た
後
、
放
射
線
量
を
測
る
こ

と
自
体
や
め
て
し
ま
い
、
事
件
を
小
さ
く

見
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
東
京
電
力
や
政

府
の
責
任
を
小
さ
く
見
せ
て
被
害
に
あ
わ

れ
た
方
々
が
泣
き
寝
入
り
さ
せ
ら
れ
て
い

る
福
島
第
1
原
発
事
故
の
対
応
と
変
わ
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　「
事
故
は
起
こ
ら
な
い
」
と
い
う
安
全
神

話
を
前
提
に
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は

な
く
、
事
故
が
起
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の
か
し
っ
か
り
考
え
ら
れ
た
方
法
に

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、い

ろ
い
ろ
話
し
合
い
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
日
多
く
の
先
輩
方
の
取
り
組
み
を
聞

い
て
平
和
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
は

ほ
ん
と
う
に
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

最
近
は
学
生
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た

時
期
の
様
な
熱
い
運
動
が
な
く
て
少
し
寂

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
自
分
の

意
志
が
気
軽
に
表
明
で
き
る
取
り
組
み
や

機
会
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
で
も
話
し
合
っ
て

考
え
て
行
き
た
い

意
思
が
気
軽
に

表
明
で
き
る
取
り
組
み
を

ビキニデーとは

福
厚
労　
島
村
拓
也
さ
ん

長
厚
労　
野
沢
裕
二
さ
ん

貸切バスで出発。
移動中は交流して
盛り上がりました。

亀田智香子さん
（現所属：白河分会）

大橋恵美さん
（現所属：高田分会）

増子英教さん
（現所属：塙分会）

核はいらないと訴えながら歩いた墓参行進

グループワークで率直な感想を交わしました

菅平サンホテルの
前で記念写真

交流会の
「ナイトフェスタ」で
支部や職種を超えた
交流ができました。

白熱したソフトバレーに
交流も広がりました

（3） 2013年３月20日 第398号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2013年３月20日 第398号全 厚 労 ニ ュ ー ス
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当
選
者
１０
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
1
月
号
の
答
え
：
ハ
ツ
ヒ
ノ
デ
）

　三厚労からは、今年度より
全厚労女性委員として活躍さ
れている山田有子さんを紹介
します。
　普段は、整形外科病棟で腰
痛と闘いながら看護の仕事に
奮闘されています。頼まれた
ことは最後までやり遂げる責
任感があり、どんな場所でも
自分の意見をしっかり言
える姉御肌の彼女です。

　趣味はウィンドウショッピング。おしゃれな有子さんは、クリ
クリした目で会う人の服装をいつもチェックしています。今度会
った人はきっと“有子チェック！”が入りますよ～（笑）

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第73回は栃木と三重にお願いし
ました。

　栃厚労執行委員長の野佐根です。
　栃木県厚生連が運営する下都賀総合病院
と石橋総合病院が、経営統合再編や民間法
人への譲渡により３月31日で幕を下ろし、
同時に栃厚労も30年の歴史にその幕を下
ろすこととなります。これまで全厚労本部
を始め各県連の皆さんにご支援頂き感謝の
念に絶えません。本当にありがとうござい
ました。私達医療労働者や労働組合を必要
としている患者さんや医療労働者がいる限
り奮闘し続けなければなりません。ともに
頑張りましょう。

栃木　野佐根正巳さん

三重　山田有子さん（中央）

3面クイズの答え　Ａ　Ｂ　Ｃ　全て
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訪
問
リ
ハ
・
訪
問
看
護
の
お
し

ご
と
の
記
事
を
読
み
ま
し
た
。「
地

域
と
共
に
歩
む
」
心
温
ま
る
お
話

を
聞
か
せ
て
頂
き
勇
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　（
静
岡
）

　
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
、
毎
回
記
事
、

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
共
に
楽
し
く
読
ん

で
い
ま
す
。
今
子
育
て
真
っ
最
中

の
私
で
す
が
、
職
場
の
方
た
ち
に

も
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
、
仕
事

も
子
育
て
も
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て

い
て
、
と
て
も
楽
し
い
毎
日
で
す
。

ど
う
し
て
も
人
任
せ
に
し
て
し
ま

う
組
合
の
事
…
知
っ
と
く
！
な
っ

と
く
!
労
働
組
合
を
見
て
い
る
と

勉
強
に
な
り
ま
す
。
全
厚
労
で
こ

ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ

と
思
う
と
、
自
分
も
頑
張
ろ
う
っ

て
思
い
ま
す
。
ま
た
来
月
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
　
　（
秋
田
）

　
お
し
ご
と
探
検
隊
の
訪
問
リ

ハ
・
看
護
を
読
ん
で
…
普
段
病
棟

で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す

が
在
宅
で
問
題
な
く
生
活
さ
れ
る

よ
う
支
援
す
る
難
し
さ
、
大
変
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。（
山
口
）

　
お
し
ご
と
探
検
隊
を
読
ん
で
、

全
国
に
は
仕
事
と
患
者
さ
ん
（
利

用
者
さ
ん
）
そ
し
て
自
分
の
人
生

も
輝
か
せ
て
頑
張
る
人
た
ち
が
い

る
事
に
脱
帽
で
す
。
私
も
ま
だ
ま

だ
頑
張
り
が
足
り
な
い
と
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
す
…
仕
事
に
誇
り
と
パ

ワ
ー
を
持
っ
て
頑
張
ろ
う
！（

静
岡
）

　
私
た
ち
の
病
院
で
も
色
々
な
季

節
の
行
事
食
を
し
て
い
ま
す
が
他

の
病
院
で
も
色
々
と
努
力
を
し
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た（
福
島
）

　
長
野
の
篠
ノ
井
総
合
病
院
の
元

旦
お
祝
い
膳
は
と
て
も
入
院
中
の

食
事
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
素
敵

で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の

〝
患
者
さ
ん
に
少
し
で
も
お
正
月

の
雰
囲
気
を
〞
と
い
う
想
い
が
感

じ
ら
れ
る
お
食
事
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
こ
ん
な
素
敵
な
お
食
事
で

た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
を
元
気
に

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
　（
富
山
）

　
1
9
9
6
年
8
月
全
国
で
初

め
て
住
民
投
票
で
「
原
発
建
設

N
O
」
を
選
択
し
た
新
潟
県
巻

町
（
現
新
潟
市
）
が
舞
台
。

　
68
年
「
東
北
電
力
が
原
発
建

設
を
計
画
し
て
い
る
」
と
新
潟

日
報
が
ス
ク
ー
プ
を
し
て
か
ら

過
疎
化
の
進
む
人
口
3
万

人
の
巻
町
を
二
分
す
る
大

問
題
へ
と
発
展
し
て
い
く
。

住
民
の
多
く
が
原
発
に
つ

い
て
何
も
知
識
も
な
く
戸

惑
う
中
、
79
年
の
ス
リ
ー

マ
イ
ル
事
故
、
86
年
の
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
、
95

年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
と

い
う
大
き
な
事
故
・
震
災

を
契
機
に
そ
の
都
度
自
ら

学
び
、
反
対
運
動
が
大
き

く
広
が
り
、
投
票
率
88
%

賛
成
60
%
の
住
民
投
票
へ

と
繋
が
っ
て
行
き
ま
す
。

　
主
人
公
、
五
十
嵐
常
夫
が
経

営
す
る
割
烹
「
珊
瑚
屋
」
は
原

発
推
進
派
の
土
建
業
者
や
町
議

ら
有
力
者
の
拠
点
。
原
発
建
設

予
定
地
に
あ
る
寺
に
嫁
い
だ
長

女
、
漁
協
に
勤
め
る
三
女
…
賛

否
分
か
れ
る
五
十
嵐
家
を
舞
台

に
一
面
で
は
語
り
き
れ
な
い
原

発
に
対
す
る
住
民
た
ち
の
苦
悩

を
描
き
だ
し
ま
す
。

渡されたバトン
　～さよなら原発
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